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今金地域における東風（やませ）の 

発生状況と今後の方針について 
―そよ風カントリー今金をめざして― 
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 今金町は今金峡谷強風帯という強風で冷たい東風の「やませ」が吹走する地帯となっている。

そのため、水稲をはじめ畑作物などの農作物の生育障害や品質低下が生じているが、農地は小

区画で経営耕地も分散している上、農業施設も複雑に交差しているため強風対策に向けた計画

的な防風林の配置が困難となっている。本報告は今金地域における「やませ」の現状と対策に

向けた防風林の配置計画について調査結果を報告するものである。 
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まえがき 

 今金町の農業は清流日本一に輝く後志利別川を水源と

し豊かな自然環境の中で、水稲、畑作、酪農及び畜産が

営まれている。特に、昼夜の温度差が大きい内陸性の気

象条件を活かしたジャガイモは「今金男爵」として全国

に知られている。 

 しかし「やませ」による風食や気温の低下、冷気によ

る水温の低下が要因となって作物の生育障害が地域全体

に広がっており防風対策が重要な課題となっている。 

 本報告は、地域整備方向検討調査「今金地域」(H19-

20)において「やませ」の営農への影響と対策について

とりまとめた概要を報告するものである。 

 

１．地域の概要 

 今金地域は、北海道檜山支庁管内北部今金町に位置し、

地区中央部を東西に流下する一級河川後志利別川沿いに

約 5,000ha の農地が広がっている。平坦部は水稲を主体

に作付けされ、丘陵部ではばれいしょ、大豆等の畑作物

を中心に、軟白長ねぎ、だいこん等の野菜を生産してい

る。 

 水田のほ場区画は平均 0.3ha と狭小で不整形な圃場が

多く、離農跡地の継承等に伴う農地の分散化や用排水路

施設の老朽化による漏水の発生などから農作業や水管理

に多大な時間を費やし不効率な営農となっている。さら

に東風「やませ」が作物の生育期に頻繁に発生し、生育

障害や品質低下の要因となっており、早急に防風林のネ

ットワーク化等、「やませ」対策を考慮した農地の再編

整備を行う必要がある。 

 

【調査名：地域整備方向検討調査今金地域】 

調査期間：平成１９年度～平成２０年度 

  調査位置：今金地域全域 

調査面積：５，０００ha   

 

 

 

 

 

図-1 位置図 

写-1 後志利別川流域全景 
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２．地域の気象状況 

 今金町の気象観測施設は、地域全体に 6 箇所設置(ﾏﾒ

ﾀﾞｽ 5 箇所、ｱﾒﾀﾞｽ 1 箇所)されており、気温、風向風速

等の観測が行われている。 

 また、平成 19 年より用水路及び水田の水温観測調査

を追加し、営農被害分析の基礎としている。 

 

(1)東風の発生状況 

 1999-2007 年までの調査地域内に該当する 3 箇所につ

いて風向、風速の状況を見ると、風向については東西か

ら交互に吹いている。また、日最大 5m/s 以上の風速の

発生は移植、定植期の 5～6 月に最も多く発生している。 

 

 

風速5m/s以上日数　白石地区
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図-5-2 白石強風発生日数 

 

図-3-1 鈴岡風向頻度 

風速5m/s以上日数　鈴岡地区
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図-3-2 鈴岡強風発生日数

 

 
図-5-1 白石風向頻度 

図-2 気象観測位置図 

風速5m/s以上日数　豊田/鈴金地区
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図-4-2 豊田強風発生日数 

 

 

図-4-1 豊田風向頻度 
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 今金地域においては、オホーツク海高気圧の影響下に

ある場合は東系の風が卓越すると考えられており、日最

多風向を東系（北北東から南）、西系（南南西から北）

に分けてその日の平均気温を算定すると、各観測地点共

に東系の風は西系の風に比べ日平均気温が 1℃から 3℃

低く、明らかに東系の風が卓越する場合は日平均気温が

低くなっている。(表1) 

 今金地域の農耕地は、後志利別川沿いの低地、河岸段

丘上の高地、低平な山麓・丘陵地に拓かれており、渡島

半島の背梁山脈は、今金・国縫付近で標高が低く、丘陵

程度であるため、噴火湾からの東風を止められず、「や

ませ風」として進入し作物の生育障害及び品質低下をも

たらしている。また、道南の風系（図－6）として、夏

期に渡島半島で卓越する今金峡谷強風帯を確認できる。 

 

農作物への影響がある強風（害風）とは、おおよそ風

速が 5m/s 以上をいい、農作物への影響として、擦れ合

い、倒伏(写-2)、畑土の飛散等によって病害が発生しや

すく、品質劣化、減収を余儀なくさせ、また、蒸発散の

強制による地温、水温の低下等の成長阻害による減収が

もたらされる。それゆえ、強風が減殺されれば、農作物

の増収と品質向上が可能と考えられる。 

 

(2)気温 

 平成 19 年度は、全道的に高温傾向であったため、今

金地域の各観測地点においても、過去の平均気温より

0.5～1.0℃高くなっている。 

 しかし、7上旬末から 8月はじめにかけての約 1ヶ月

間はオホーツク海高気圧の影響により、過去の平均気温

を大きく下回る低い気温が続いた。(図-7) 

 

(3)水温 

 気温が低下した 7 月期の水温調査結果を図-8 に示す。 

 水稲の幼穂形成期～冷害危険期にあたる7月11日～7月

22日にかけて、水田水温が上昇していないことがわかる。

気温が低下する前の水田水温と比べると、最高水田水温

が10℃以上の差がある。 

    

日最多風向   

観測施設 西系 東系 
東-西 

日進 20.8 17.6 -3.2 

中里 18.1 16.7 -1.4 

鈴岡 18.4 17.1 -1.3 

豊田鈴金 18.9 16.9 -2.0 

白石 20.7 18.5 -2.2 

今金 18.1 16.4 -1.7 

    平均差 -2.0 
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 図-6 道南の強風帯経路 

表1 東風、西風の気温差 

写-2 水稲の生育状況 

写-3 地区内の防風林 

図-7  H19年度気温 
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(4)今金地域の気象の特性と営農への影響 

 今金地域ではやませの影響により分けつの遅れ(写-4)、

作物の傷や褐変穂の発生(写-5)が生じ収量及び品質低下

の要因となっている。 

 

３.今金地域の現況 

 今金地域には、強風を遮る樹林帯が乏しく、一部、多

数列の防風林帯が存在するが、地域全体の減風効果を生

むような防風林ネットワークは存在しない。（写－6） 

 

 また、農家の敷地には、東側に屋敷林が植栽されてお

り、このことは、西風よりも、東風（やませ）が害風で

あるということを暗示している。（写－7） 

 

４．防風林の配置計画について 

 今金地域では、これまで述べてきたように東風（やま

せ）による農作物の生育障害や品質低下を招く要因の一

つとなっており、土地利用の再編と併せ東風（やませ）

の対策を考慮した防風林ネットワークの構築が重要な課

題である。 

 

(1)防風林の配置間隔 

 防風林の配置間隔については、防風林の害風減殺機能

が、風下側へ樹高の 10～15 倍程度であるといわれてい

ることから、防風林の樹高が 15～20ｍであれば、防風

林の間隔は 150～300ｍとなる。（出典：「長沼町にお

けるヤナギ類防風生垣の水稲に及ぼす影響について」北

海道立林業試験場） 

 

(2)防風林の幅（列数）  

 地域に従来から存在する、多数列防風林は、防風林帯

とも呼ばれ、木材の生産の場として、風土として、生態

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

図-8 平成19年7月の水温 

写-6 今金町の土地利用状況 

写-4 移植後の水稲 

写-5 収穫前の水稲 

写-7 屋敷林 
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系として、それなりの意義を有する。農業にとっても有

用な生きた施設である。しかし、このような広い防風林

は、地域の農業にとって、いくつかのデメリット（短

所）を有している。 

①防風機能に対して、農耕地を広く奪う。 

②風下側のある範囲を無風にしてしまう。 

③林帯の風上側の数列のみが防風効果を発現する

にすぎない。 

④高く成長して、長い日陰が農地に投ずる。 

つまり、受益者には歓迎されず、むしろ嫌われるケー

スが多い。 

 他方、狭い防風林は防風生垣とも呼ばれ、単純に農作

物の増収、品質向上に役立ち、そのメリットとして 

①防風機能に対して、農地をほとんど奪わない。 

②裾風が通り、無風域ができない。 

③減風域が風下側の長い距離までつくられる。 

④高く伸びたら、伐り株、ヒコバエ更新するので、

日陰が長くならない。 

等があげられる。 

 

(3)防風林の位置 

東西の道路では、北側に防風林が造成されると、農耕

地に樹高分の日陰が出来てしまい、その分が減収になる。 

 また、南北の道路では、東側に防風林が造成されると、

東日よりも西日の影響が強いので、その分減収となる。 

そのため、可能な限り道路の南側、西側に防風林を造

成することが望ましい。(図-10) 

a)日陰の長さ 

 日陰の長さは、太陽が射す角度で決まる。太陽の高度

は1年を通じて変化する。そして、春分の日及び秋分の

日には47°夏至には、防風林の影は短く（影の長≒樹 

高×0.4）冬至には、影が長くなるが、冬至～春分の影

は農閑期にあり、積雪期であることから、農作物にほと

んど関係しない。(図-11) 

 

５．今金地域の整備方向について 

 今金地域は、小区画で不整形な農地の連続、経営耕地

の分散、農業者の高齢化等が要因となり、今後、遊休農

地の発生や離農者の拡大が予想されることから、早急に

今金町農業振興に向けた営農と生産基盤の一体的な改善

方向を検討し、対策を計画的に講じることが必要である。 

特に、気象的な要因である「強風」対策については、

地域全体に防風林を設置し「強風＝害風」を「緩やかな

風＝そよ風」に変え良好な農作物の生育環境を整えるこ

とが重要と考えている。 

今後、今金地域の地区調査実施にあたっては、効率的

な圃場区画と防風林設置の必要性、効果的な配置につい

て農業者はもとより地元関係機関の理解と協力を得なが

ら意見の調整を充分に行い事業計画を策定していきたい。 

 

おわりに 

 防風林の基本的な考え方と実践については、斎藤新一

郎氏(環境林づくり研究所)よりこれまで多大なるご指導、

提言を頂いたことに厚くお礼を申し上げると共に、今後

とも事業計画の策定及び現地でのご指導をいただきたい

と願っている。 

 また、農業者、今金町、JA 今金、狩場利別土地改良

区の皆さんには現地において現状と課題について、それ

ぞれの立場でご意見を頂いたことを厚くお礼申し上げる。 

 

 

 

 

 

 

 図-10 防風林の配置 

Ａ：防風林を道路の

北、東に配置→耕地面

に日陰が多くなる 

Ｂ：防風林を道路の南

西に配置→道路で日陰

を吸収 

図-9 防風林の列数と減風 

図-11 季節による日陰の長さ 


